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阪急阪神ホールディングス株式会社 2025年 1月 28日 

 

「ゼロカーボンベースボールパーク」に係る
グリーンファイナンス・フレームワーク  

サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：左近充 直人 

 

格付投資情報センター（R&I）は阪急阪神ホールディングス（阪急阪神 HD）の「『ゼロカーボンベースボールパー

ク』に係るグリーンファイナンス・フレームワーク」（2025 年 1 月策定）が、以下の原則に適合していることを確認し

た。 

 

 

 

 

 

 

■資金使途 

対象プロジェクト 事業区分 適格クライテリア 

「ゼロカーボンベースボ

ールパーク整備計画」

に沿った阪神タイガー

スファーム施設の移転 

エネルギー効率 

（省エネルギー

性能の高い建築

物の新築） 

グリーンファイナンス実行時点において有効な以下のいずれか

の認証もしくは評価を取得・更新した建物、または将来取得・

更新予定の建物の建設 

 ZEB、Nearly ZEB、ZEB Ready、ZEB Oriented 

 建築物・住宅の省エネ性能を表す指標（BEI 等）で、ZEB・

ZEH 基準以上の水準相当 

 

 

  

グリーンボンド原則（2021、ICMA） 

グリーンローン原則（2023、LMA 等） 

グリーンボンドガイドライン（2024、環境省） 

グリーンローンガイドライン（2024、環境省） 
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1. 資金調達者の概要 

 大手私鉄グループである阪急阪神ホールディングスグループの持株会社。阪急阪神ホールディングスグル

ープは、グループ経営機能を担う阪急阪神 HD の下、阪急電鉄、阪神電気鉄道、阪急阪神不動産、阪急交

通社、阪急阪神エクスプレスの 5 社を中核会社とする。「都市交通」「不動産」「エンタテインメント」「情報・通

信」「旅行」「国際輸送」の 6 つの事業領域をコア事業と位置付け、鉄道事業をベースに住宅・商業施設等の

開発から阪神タイガースや宝塚歌劇などエンタテインメントの提供に至るまで、多岐にわたる分野の事業を展

開する。 

 グループの経営理念として「『安心・快適』、そして『夢・感動』をお届けすることで、お客様の喜びを実現し、社

会に貢献します。」を掲げる。2022 年 5 月には「長期ビジョン－2040 年に向けて－」を策定。「深める沿線 

拡げるフィールド」をスローガンに、持続可能な社会の実現に貢献し、地域（関西）とともに成長する企業グル

ープとなることを目指している。 

■阪急阪神ホールディングスグループ「長期ビジョン－2040 年に向けて－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：阪急阪神 HD ウェブサイト] 
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2. 調達資金の使途 

調達資金の使途として示された対象プロジェクトは明確な環境改善効果をもたらす。調達資金の使途は適切で

ある。 

(1) 対象プロジェクト 

・ 調達資金は、P.1 適格クライテリアを満たす、「ゼロカーボンベースボールパーク整備計画」に沿った阪神タイ

ガースファーム施設の移転に係る支出に充当する。充当対象となるのは日鉄鋼板 SGL スタジアム 尼崎、

室内練習場、選手寮兼クラブハウスの 3 施設である。 

■充当対象施設（完成イメージ） 

 

 

 

 

 

 

日鉄鋼板 SGL スタジアム 尼崎 

室内練習場 選手寮兼クラブハウス 

[出所：ゼロカーボンベースボールパークウェブサイト] 

 「ゼロカーボンベースボールパーク整備計画」とは、尼崎市と阪急阪神 HD 子会社の阪神電気鉄道、阪神タイ

ガースが共同で行う、尼崎市にある小田南公園とその周辺地域の整備計画である。阪神タイガースファーム

施設及び市民が利用する野球場や広場を整備予定の小田南公園のほか、大物公園、大物川緑地、市内

の阪神電車の各駅について、徹底した省エネルギー化と再エネ設備の導入、電力の地産地消等の取り組み

により、民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO2 の排出を２０３０年度までに実質

ゼロとするもの。小田南公園は 2025 年 3 月のオープンを予定しており、上記により公園全体が脱炭素化され

ることに加え、ペットボトル・プラスチックカップの回収・リサイクルや雨水・井水の活用といった環境に配慮した

取組が実施される。 
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 また、環境省の第一回脱炭素先行地域として選定されており、選定にあたっては、阪神タイガースと連携する

ことにより、まちづくり・観光振興・地域活性化と脱炭素化との両立を目指した提案の実現可能性の高さや、ア

ナウンス効果の大きさが評価されたことに加えて、公園への動線となる鉄道駅の脱炭素化や EV バスの導入

計画も評価された。 

■ゼロカーボンベースボールパーク整備計画全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：ゼロカーボンベースボールパークウェブサイト、フレームワーク] 
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(2) 環境改善効果 

省エネルギー性能の高い建築物の新築 

 日本政府は 2021 年 10 月に閣議決定された地球温暖化対策計画において、建築物・住宅の省エネルギー

化の目標を掲げている。同計画によれば、2050 年のカーボンニュートラル実現の姿を見据えつつ、2030 年

に目指すべき建築物・住宅の姿としては、現在、技術的かつ経済的に利用可能な技術を最大限活用し、新

築される建築物・住宅については ZEB・ZEH 基準の水準の省エネルギー性能が確保されていることを目指す

こととされ、全ての新築建築物・住宅で 2030 年に ZEB・ZEH Oriented 以上を充足することが政策目標となっ

ている。 

 本プロジェクトの対象物件はそれぞれ、日鉄鋼板 SGL スタジアム 尼崎は ZEB Oriented、室内練習場及び

クラブハウスは ZEB Ready、選手寮は認証取得していないものの省エネ性能を示す BEI が 0.69、断熱性能

を示す UA 値が 0.41 と ZEH 基準以上の性能を有する。何れも ZEB・ZEH 基準を満たす省エネルギー性の

高い物件であることから、妥当な水準の環境改善効果が担保されている。 

ZEB 認証（認証団体：住宅性能評価・表示協会） 

ZEB（Net Zero Energy Building）は、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロにすることを目指した建築

物。50%以上の省エネルギーを図った上で、再生可能エネルギー等の導入により、エネルギー消費量を更

に削減した建築物について、その削減量に応じて、ZEB（100%以上削減）、Nearly ZEB（75%以上 100%未満

削減）、ZEB Ready（50%以上 75%未満削減）と定義される。また、30～40%以上の省エネルギー化を図り、

かつ、省エネルギー効果が期待されているものの、建築物省エネ法に基づく省エネルギー計算プログラムに

おいて現時点で評価されていない技術を活用している建築物のうち 1 万㎡以上のものが ZEB Oriented と定

義される。 

ZEH 認証（認証団体：住宅性能評価・表示協会） 

ZEH（Net Zero Energy House）は年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロにすることを目指した住宅。基

準一次エネルギー消費量から 20％以上の省エネを図った上で、戸建て住宅については再エネの導入によ

り同基準から ZEH（100%以上削減）、Nearly ZEH(75%以上 100％未満削減)、ZEH Ready(50%以上 75％

未満削減)、ZEH Oriented（再生可能エネルギー導入なし）と定義される 

 阪神タイガースファームの試合を中心に多くの集客が見込まれており、これらの来場者に対して、阪急阪神ホ

ールディングスグループと尼崎市が協力して駅の脱炭素化、EV バス・シェアサイクルの導入など来場時の交

通の脱炭素化を進めることや、阪神タイガースという地域を中心に強い支持基盤を持ち全国的な知名度を

誇る球団を介して地域で行われる脱炭素の取組（ゼロカーボンナイターの開催、廃棄物発生の抑制及びリサ

イクルの推進など）を PR すること等により、対象プロジェクトの直接的な効果ではないものの、大きな脱炭素普

及啓発の効果が期待できる。環境に配慮した個別の取組の概要は以下の通り。  
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太陽光発電・ 

蓄電池の導入 

太陽光発電は日鉄鋼板 SGL スタジアム 尼崎のスコアボード背面や室内練習

場、選手寮兼クラブハウス屋上に設置し、さらに蓄電池も設置することで、太陽

光発電で発電した電力を極力自家消費できるようにします。太陽光発電の発

電量は年間約 73 万 kWh を計画しており、これはナイターゲームも開催予定の

日鉄鋼板 SGL スタジアム尼崎で推定される年間電力使用量の 80％以上とな

ります。 

 

省エネの徹底 

（ZEB Ready 化・

ZEB Oriented 化） 

高性能断熱材の屋根や壁、Low-E 複層ガラス、高効率空調機（高効率型ヒー

トポンプパッケージエアコン）、全熱交換器、昼光センサー・調光機能付き LED

照明、高効率給湯機（ヒートポンプ式給湯器、潜熱回収型ガス給湯器）、高効

率型モーターによる換気設備等の採用や、それらの電力消費量を「見える化」

するエネルギーマネジメントシステムの導入により、野球施設として初めて、日鉄

鋼板 SGL スタジアム尼崎は ZEB Oriented、室内練習場及びクラブハウスは

ZEB Ready の認証獲得を目指しています。 

ZEB Ready：従来の建物に必要なエネルギー消費量から 50%以上のエネルギ

ー消費量削減に適合した建築物 

ZEB Oriented：延べ面積が 10,000 ㎡以上の建物で、従来の建物に必要なエ

ネルギー消費量から 40%または 30%（建物用途による）以上のエネルギー消費

量削減に適合した建築物 

 

クリーンセンターの

廃棄物発電の活用 

太陽光発電及び蓄電池による電力で不足する分は、「尼崎市エネルギー地産

地消促進事業」に基づき尼崎市のクリーンセンター（ごみ焼却施設）で発電され

た CO2 排出量ゼロのクリーンエネルギーを活用することで、脱炭素に取り組み

ます。 

 

バイオマス製品の活

用 

球場内売店で利用する飲食包材は紙をはじめとするバイオマス素材を活用す

るとともに、使用するレジ袋もバイオマス素材配合の袋を活用します。 

 

ペットボトル・プラス

チックカップの回収・

リサイクル 

球場内で発生したペットボトルやプラスチックカップについて分別回収し、リサイ

クルに取り組みます。またペットボトルのキャップ・ラベルの除去依頼をはじめ、

お客様に向けて回収の協力を呼びかけることで、日常でのリサイクル実施の重

要性の理解を促進します。 

 

雨水・井水の 

活用 

日鉄鋼板 SGL スタジアム 尼崎の屋根に降った雨水を地下貯留槽に貯め、新

たに掘削のうえ地下に貯留する井水と合わせてグラウンド等への散水やトイレの

洗浄（来場者はじめ選手等が利用するすべてのトイレ）に利用します。１日に想

定される最大利用量（約 300 ㎥）をすべて雨水・井水で賄うことを想定していま

す。 

 

以前の公園内にあ

った樹木（イチョウや

ウメなど）の 

移植 

以前の小田南公園内にあった樹木のうち、現在来園者に親しまれていたイチョ

ウやウメをはじめとした一部樹木について、工事期間中は別の場所に移植・管

理した後、新たな公園内に移植いたします。加えて、四季を感じる様々な樹木

を新たに植樹します。 

 

公共交通機関を利

用した来場の呼びか

け実施 

駅から近い利便性の良い立地であるため、一人当たりの二酸化炭素排出量が

少ない鉄道やバスでの来場を促進することで、自動車の使用抑制及び渋滞緩

和による CO2 排出量の削減を図ります。 

 

太陽光発電量や二

酸化炭素削減量の 

見える化 

脱炭素化への取組について試合時の球場内ビジョン等で見える化することで、

来場者の環境保全活動に対する関心を高めていきます。 

 [出所：フレームワーク] 
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＜SDGs への貢献＞ 

 対象プロジェクトは、SDGs の「7.エネルギーをみんなに そしてクリーンに」「13.気候変動に具体的な対策を」

に貢献すると考えられる。 

  

 

3. プロジェクトの評価及び選定のプロセス 

環境面での目標、プロジェクトの評価・選定のプロセス、環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロセスが

示されている。プロセスは、環境・社会に配慮したプロジェクトを選定するように定められている。評価・選定のプロセ

スは適切である。 

(1) 環境面での目標 

 対象プロジェクトにおける環境面での目標は「気候変動の緩和」である。 

 阪急阪神ホールディングスグループは 2020 年 5 月に「阪急阪神ホールディングスグループ サステナビリテ

ィ宣言」を策定し、サステナブル経営を進めるうえでの基本方針と重きを置く 6 つのテーマを定めた。 

■「阪急阪神ホールディングスグループ サステナビリティ宣言」概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：フレームワーク] 



セカンドオピニオン 

 

 8/10 

 重要テーマの 1 つとして「環境保全の推進」を掲げ、これを踏まえ 2022 年 5 月に策定した長期ビジョンでは、

2050 年度の CO2 排出量の目標を「実質ゼロ」と定めた。その達成に向け、省エネの着実な推進、技術革新

の動向や事業採算性を踏まえた創エネ、再エネの調達（購入）によるカバーリングの三つを基本的な取組方

針として各種施策に取り組んでいる。鉄道事業においては、2025 年 4 月から阪急・阪神の鉄道全線に実質

的な再エネ由来の電力導入によりカーボンニュートラル化を予定。また、不動産事業においては、2025 年度

には、梅田や沿線のオフィス・商業施設における電力使用量の大部分を実質的な再エネ電力に置き換える

予定。更に、甲子園球場では、『KOSHIEN “eco” Challenge』を宣言し、ナイター照明の LED 化や銀傘への

太陽光パネルの設置等に取り組み、2024 年度内にコーポレートＰＰＡを活用した電力使用における実質的な

再エネ 100%化を予定している。 

 本プロジェクトは「阪急阪神ホールディングスグループ サステナビリティ宣言」のうちの「環境保全の推進」や

「カーボンニュートラルに向けた基本的な取組方針」に合致するプロジェクトであるといえる。カーボンニュートラ

ルに向けては、再エネ電源の「追加性」が求められている点も踏まえると、本プロジェクトにおいてスタジアム等

の各種施設に太陽光発電の導入が進むことは、高い意義が認められる。 

 

(2) 評価・選定の判断を行う際のプロセス 

 対象プロジェクトは、グループ経営企画室経理部が中心となり、グループ経営企画室サステナビリティ推進部

や阪神電気鉄道株式会社の所管部署の助言を受けながら、グリーン適格クライテリアへの適合状況を確認

の上選定され、代表取締役社長が最終承認を行う。 

 

(3) 環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロセス 

 プロジェクトの選定に際し、環境・社会面のリスクを低減するため、以下について対応していることを確認する。 

 事業実施の所在地の国・地方自治体において求められる環境関連法令等の順守 

 地域住民への十分な説明の実施 

 地域住民に対しては説明会やアンケートの実施を通じて丁寧な対話が行われており、地域住民からの意見も

踏まえて、光害、騒音及び交通に関して主に以下の対策が講じられる。 

 【光害】光漏れの少ない LED ナイター照明の使用等による環境省ガイドラインへの適合 

 【騒音】バックネット裏観客席への屋根設置、球場内スピーカーへの遮音ボックス設置、屋根と観客席との間

の閉塞、ハッチ内壁・天井の吸音仕上げ等による環境基準への適合 

 【交通】ノーマイカーキャンペーンを実施するなど公共交通機関の利用を促す啓蒙活動の実施、警察署との

連携による取り締まりや巡回の強化、試合日における公園内の駐車場の割高な料金設定によるマイカーでの

来場抑制等 

 

4. 調達資金の管理 

調達資金をグリーンプロジェクトに充当するための追跡管理の方法、未充当資金の運用方法が示されている。

調達資金の管理は適切である。 

 調達資金は、グループ経営企画室経理部が適格プロジェクトへの充当及び管理を行う。調達金額と同額が

適格プロジェクトに充当されるよう四半期毎に内部会計システムを用いて追跡管理する。 

 調達資金を適格プロジェクトへ充当するまでの間は、現金または現金同等物にて運用し、12 か月程度で充

当を完了する予定である。 



セカンドオピニオン 
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5. レポーティング 

開示のタイミング、方法、開示事項が示されている。環境改善効果に係る指標は環境面での目標に整合してい

る。レポーティングは適切である。 

(1) 開示の概要 

 レポーティングの概要は以下の通り。 

 開示事項 開示タイミング 開示方法 

資
金
充
当
状
況 

 充当した資金の額  

 未充当資金の概算額、充当予定時期

及び未充当期間の運用方法  

 リファイナンスに充当した場合の概算額

または割合 

調達資金が全額充当
されるまでの間、年次
で開示 

阪急阪神 HD のウェブサイ
トで開示 

環
境
改
善
効
果 

次項「(2)環境改善効果に係る指標」を参
照 

グリーンファイナンス実
行から償還または弁済
までの期間、年次で開
示 

 調達資金の充当後に大きな状況の変化が生じた場合には、速やかに阪急阪神 HD のウェブサイトで開示する。 

 

(2) 環境改善効果に係る指標 

 グリーンプロジェクトによる環境改善効果として、以下の項目を開示する。環境改善効果に係る指標は環境面

での目標に整合する。 

対象プロジェクト 事業区分 レポーティング項目 

「ゼロカーボンベースボールパー

ク整備計画」に沿った阪神タイ

ガースファーム施設の移転 

エネルギー効率 

（省エネルギー性能の

高い建築物の新築） 

【CO2 排出量】 

・民生部門での電力消費に伴う CO2 排出量 

【電気使用量】 

・年間電気使用量 

【水使用量】 

・年間水道使用量 

【認証等の取得状況】 

・取得した認証・評価の種類とその内容 

 

        以 上
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